新商品の開発と販売戦略
概　　要
　平成７年に，持ち帰り寿司の製造・販売店として開業した同店は，近年，近隣へのスーパーや同業類似店舗の進出による競合に加え，周辺顧客層の高齢化などといった状況から，早急に経営改善に取り組む必要があった。
　今般，これらの課題に対応するため，付加価値を加えた新メニューの開発や，店舗・商品ＰＲなどの営業方策の改善等について支援を行った。
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支援内容
・競合他社との差別化を図るため，付加価値を加えた新たなメニューの開発のための支援を行った。
・店舗の視認性を改善するため，①人目を引くユニークな物，②視認性の高まる場所，③売りたい商品がすぐわかる内容，④旗艦料理の表示をポイントとした看板を設置した。
・高齢者を含めた顧客の消費意欲を推進するため，出前販売制度の実施を行った。
成　　果
・専門家派遣による支援後，売上高は平成２０年８月以降前年比を上回る売上高で推移している。
・開発した新商品「招福たこ稲荷」は，笠間稲荷神社の「稲荷コンテスト」で入賞するなど，注目度がアップし，販売は好調となっている。
・人の目を引く特徴ある看板を設置したことにより，ＰＲ強化が図られた。
・出前販売は，祭事における高価な桶寿司の出前が好調である。
